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● 支える・つながる仲間
認知症になっても安心して暮らせる社会をめざして
公益社団法人 認知症の人と家族の会

● 全民児連だより
「民生委員・児童委員の日」に
岸田首相が視察・車座対談

● 人権について考える
同和問題を考える①

地域ぐるみで備える災害対応
～災害対策基本法の改正と
　民生委員・児童委員活動～
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　近年、地震や豪雨災害、さらにはそれらに伴う土砂災害が多発しています。そうしたな
か、地域での防災・減災への体制づくりにおける民生委員・児童委員の協力については、地
域の実情を踏まえつつ、慎重かつ十分な検討が必要な課題となっています。そして、その
際には、平常時からの備えとともに、発災時には委員自身の安全の確保がなにより大切で
す。全国民生委員児童委員連合会（以下、全民児連）では、災害時における民生委員・児童
委員活動の考え方や留意点を整理した「災害に備える民生委員・児童委員活動に関する指
針」を平成31年に作成し、現在、令和３年５月の災害対策基本法改正などをふまえた改正
作業を行っています。
　本号では、災害対策基本法改正のポイント紹介や、平常時から市町村をはじめとする地
域ぐるみでの災害に備える体制づくりについて、とくに関係者と連携・協力することの重
要性を再確認します。

（文責：全民児連事務局）

　
近
年
、
全
国
的
に
大
規
模
災
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
夏
の
時
期
は
、

台
風
や
線
状
降
水
帯
の
出
現
な
ど
に
よ

る
短
期
集
中
的
な
豪
雨
で
多
く
の
水
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
令
和
３（
２
０

２
１
）年
８
月
に
は
、
西
日
本
を
中
心

に
全
国
各
地
で
記
録
的
な
大
雨
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
強
い
使

命
感
ゆ
え
に
高
齢
者
の
避
難
支
援
に
あ

た
っ
て
い
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
以
下
、
民
生
委
員
）
が
犠
牲
に
な
る

痛
ま
し
い
で
き
ご
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
は
同
年

８
月
16
日
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・

中
核
市
に
対
し
、
事
務
連
絡「
令
和
３

年
８
月
の
大
雨
に
よ
る
災
害
に
対
す
る

民
生
委
員
活
動
に
つ
い
て
」を
発
出
し

ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
は
、「
大
雨
等

の
災
害
に
よ
り
自
治
体
か
ら
避
難
情
報

（
警
戒
レ
ベ
ル
）
が
発
令
さ
れ
て
い
る

地
域
に
お
い
て
は
、
民
生
委
員
ご
自
身

の
安
全
を
確
保
し
た
上
で
対
応
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
避
難
情
報
が
発

令
中
に
地
元
住
民
の
方
々
に
対
す
る
見

守
り
等
の
活
動
を
行
う
必
要
が
あ
る
場

合
に
は
、
民
生
委
員
自
ら
が
対
応
す
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
状
況
を
自
治
体
に

伝
達
す
る（
自
治
体
に
つ
な
ぐ
）
こ
と

が
重
要
」
と
し
て
い
ま
す（
傍
線
は
全

民
児
連
事
務
局
）。

令
和
３
年
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正

　
国
は
、
相
次
ぐ
大
規
模
災
害
を
受
け
、

災
害
対
策
基
本
法
を
令
和
３（
２
０

２
１
）年
５
月
に
改
正
し
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
令
和
元
年
東
日
本
台
風（
台
風

第
19
号
）
等
に
お
い
て
、
既
存
の「
避

難
勧
告
」、「
避
難
指
示
」
の
相
違
や
、

行
政
に
よ
る
避
難
情
報
が
分
か
り
に
く

い
と
い
っ
た
課
題
が
顕
在
化
し
た
こ
と

に
加
え
、
避
難
を
し
な
い
、
も
し
く
は

避
難
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る
被
害
、
さ

ら
に
は
豪
雨
・
浸
水
時
の
屋
外
移
動
中

の
被
害
な
ど
が
多
数
発
生
し
た
こ
と
を

受
け
た
も
の
で
す
。

　
改
正
法
で
は
、
避
難
勧
告
・
避
難
指

示
の
一
本
化（
ひ
ろ
ば
２
０
２
１
年
10

月
号
情
報
室「
新
た
な
避
難
情
報
」
に

て
詳
報
）や
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成

を
市
町
村
の
努
力
義
務
と
す
る
こ
と
な

ど
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
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特集

な
ど
と
と
も
に
関
与
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
う
し
た
同
意
取
得
へ
の

協
力
に
よ
り
、「
災
害
時
に
は
民
生
委
員

が
来
て
く
れ
る
」と
い
う
誤
解
を
生
じ

さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
、
そ
う

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め

は
っ
き
り
と
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
の
災
害
対
応
に
お
け
る

民
生
委
員
の
役
割

　
消
防
庁「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

の
作
成
等
に
係
る
取
組
状
況
の
調
査
」

（
令
和
３
年
３
月
30
日
）
に
よ
る
と
、

令
和
２（
２
０
２
０
）
年
10
月
現
在
、

全
国
の
91
・
８
％
の
市
町
村
で
、「
平
常

時
に
お
け
る
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

情
報
の
提
供
先
」と
し
て
民
生
委
員
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
留
意

す
べ
き
こ
と
は
、
名
簿
情
報
の
提
供
を

受
け
る
こ
と
が
発
災
時
に
民
生
委
員
が

要
支
援
者
を
救
助
す
る
役
割
を
担
う
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
こ
と
で
す
。

　
豪
雨
災
害
な
ど
で
自
治
体
か
ら
避
難

情
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
時
や
、
地
震

な
ど
予
測
不
能
な
災
害
の
発
生
時
な
ど

個
別
避
難
計
画
と
民
生
委
員
活
動

　
今
回
の
改
正
で
市
町
村
の
努
力
義
務

と
な
っ
た「
個
別
避
難
計
画
」
と
は
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
掲
載
さ
れ

た
者
の
災
害
時
の
円
滑
な
避
難
の
実
効

性
を
確
保
す
る
た
め
、
名
簿
掲
載
者
ご

と
に
実
際
の
避
難
を
支
援
す
る
者
等
を

あ
ら
か
じ
め
定
め
る
も
の
で
す
。

　
法
改
正
に
あ
わ
せ
て
内
閣
府（
防
災

担
当
）
が
令
和
３（
２
０
２
１
）
年
５

月
に
改
定
し
た「
避
難
行
動
要
支
援
者

の
避
難
行
動
支
援
に
関
す
る
取
組
指

針
」で
は
、
個
別
避
難
計
画
は
市
町
村

が
主
体
と
な
り
作
成
さ
れ
る
も
の
と
し

た
う
え
で
、
実
効
性
あ
る
計
画
と
す
る

た
め
に
は
、
本
人
の
心
身
の
状
況
や
生

活
実
態
を
把
握
し
て
い
る
福
祉
専
門
職

や
地
域
の
医
療
・
看
護
・
介
護
・
福
祉

な
ど
の
職
種（
専
門
職
）
団
体
、
企
業

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
と
連
携
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
関
連
し
て
、
民
生
委
員
に
は
、

個
別
避
難
計
画
作
成
の
際
に
必
要
と
な

る
本
人
同
意
の
取
得
な
ど
に
お
い
て
、

介
護
支
援
専
門
員
や
相
談
支
援
専
門
員

に
、
民
生
委
員
が
と
る
べ
き
行
動
は
、

何
よ
り
自
分
自
身
と
家
族
の
安
全
を
最

優
先
に
確
保
す
る
こ
と
で
す
。
避
難
情

報
発
令
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
身
の
安

全
が
確
保
で
き
な
い
時
は
活
動
す
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
民
生
委
員
に
は
、
避
難
生
活
期
や
復

興
期
に「
支
援
を
必
要
と
す
る
人
に
、

必
要
な
支
援
が
届
く
よ
う
支
援
す
る
」

と
い
う
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
役
割
を
担
う
た
め
に
も
、
避
難
情
報

発
令
中
な
ど
に
災
害
時
要
援
護
者
等
に

対
す
る
見
守
り
等
の
活
動
を
行
う
必
要

が
あ
る
場
合
も
、
民
生
委
員
自
ら
が
対

応
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
状
況
を
市

町
村
に
伝
達
す
る（
つ
な
ぐ
）
こ
と
が

重
要
で
す
。
強
い
使
命
感
を
も
つ
民
生

委
員
だ
か
ら
こ
そ
、
つ
い
無
理
を
し
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
そ
の
先
の
大
切

な
役
割
を
見
据
え
て
、
発
災
時
は
身
の

安
全
の
確
保
を
最
優
先
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
平
常
時
か
ら
町
内

会
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
と
連
携
し
、

要
支
援
者
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
避
難
の

た
め
の
協
力
者（
支
援
者
）
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
本
人
や
家
族
に
対
し
て
、

発
災
時
に
民
生
委
員
が
救
助
に
行
く
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
伝
え
、

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

災
害
の
状
況
に
応
じ
た

委
員
自
身
の
避
難
行
動

　
地
震
後
、
津
波
被
害
が
想
定
さ
れ
る

沿
岸
部
な
ど
で
は
、
で
き
る
限
り
早
期

に
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る「
率
先
避

難
」が
大
切
で
す
。

　
率
先
避
難
と
は
、「
自
ら
が
率
先
し

て
避
難
行
動
を
と
れ
ば
、
そ
の
姿
を
見

て
周
囲
の
人
び
と
も
つ
い
て
く
る
。
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
と
し
て
多
く

の
人
び
と
の
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が

る
」と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
台
風
や
豪
雨
災
害
な
ど
、
事
前
に
被

害
が
想
定
さ
れ
、
避
難
所
が
開
設
さ
れ

る
場
合
な
ど
で
は
早
期
避
難
が
有
効
で

す
。
一
方
で
、
夜
間
な
ど
周
囲
が
暗
い

時
間
帯
に
移
動
す
る
こ
と
が
か
え
っ
て

危
険
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

堅
牢
な
建
物
の
上
層
階
に
避
難
す
る

「
垂
直
避
難
」
が
有
効
な
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
「
災
害
」
と
い
っ
て
も
、
多
く
の
種

地域ぐるみで備える災害対応
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類
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
地
震
で
は
山

間
部
と
沿
岸
部
で
は
状
況
が
違
い
ま
す

し
、
台
風
や
豪
雨
災
害
も
河
川
か
ら
の

距
離
や
傾
斜
地
な
ど
の
立
地
状
況
に

よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
被
害
は
異
な
り
ま

す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
合

す
る
こ
と
も
あ
り
、
災
害
の
種
類
や
時

間
帯（
明
る
い
日
中
や
暗
い
夜
間
な

ど
）、
立
地
状
況
な
ど
で
適
切
な
行
動

は
異
な
り
ま
す
。

　
地
元
自
治
体
に
よ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
避
難
所
の
開
設
基
準
、
場
所
な
ど

を
平
常
時
か
ら
確
認
し
て
お
き
、
ど
の

段
階
で
、
ど
う
い
っ
た
避
難
行
動
を
と

る
こ
と
が
有
効
か
を
あ
ら
か
じ
め
民
児

協
内
で
確
認
す
る
と
と
も
に
関
係
機
関

等
と
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
の
つ
な
が
り
の
構
築

　
東
日
本
大
震
災
以
後
の
被
災
地
に
お

い
て
共
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

と
し
て
、
大
規
模
災
害
時
は
民
生
委
員

自
身
も
被
災
者
で
あ
り
、
委
員
同
士
の

安
否
確
認
が
難
し
い
こ
と
、
発
災
時
に

民
生
委
員
が
で
き
る
支
援
活
動
は
、
寄

せ
ら
れ
る
期
待
に
対
し
て
限
定
的
で
あ

る
と
い
う
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

情
に
即
し
た
民
生
委
員
、
民
児
協
と
し

て
の
考
え
方
を
そ
れ
ぞ
れ
で
整
理
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
き
わ
め
て
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
、
整
理
し
た
考
え
方
を
行
政

等
に
伝
え
、
可
能
な
範
囲
で
の
協
力
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
命

や
暮
ら
し
に
責
任
を
も
つ
行
政
と
し
て

災
害
へ
の
準
備
を
整
え
る
よ
う
働
き
か

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
全
民
児
連
で
は
、
現
在
、

災
害
指
針
の
改
正
に
向
け
て

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
見
直
し
で
は
、
災

害
対
策
基
本
法
の
改
正
内
容

の
反
映
や
、
災
害
の
フ
ェ
ー

ズ
に
応
じ
た
10
か
条
の
内
容

等
の
見
直
し
の
ほ
か
、
委
員

自
身
や
家
族
の
安
全
を
最
優

先
と
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

あ
ら
た
め
て
強
調
す
る
こ
と

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

災
害
指
針
の

改
正
に
つ
い
て

　
し
か
し
、
災
害
対
策
基
本
法
に
お
い

て
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
情
報
の
提

供
先
の
ひ
と
つ
と
し
て
民
生
委
員
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
法
制
化
に
先

立
つ
形
で
民
児
協
が
災
害
時
要
援
護
者

台
帳
等
の
作
成
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、

高
齢
化
に
伴
う
地
域
の
担
い
手
不
足
、

自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
の
遅
れ
な
ど

も
あ
い
ま
っ
て
、
民
生
委
員
に
対
し
て

防
災
・
減
災
に
関
し
て
過
度
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
民
児
協
関

係
者
か
ら
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

　
民
生
委
員
は
災
害
対
応
の
専
門
家
で

は
な
く
、
地
域
で
生
活
す
る
住
民
の
ひ

と
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
役
割

を
担
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
災
害
対
策
基
本
法
で
も
、
地
域
の
多

様
な
関
係
者
の
連
携
協
働
に
よ
る
取
り

組
み
を
求
め
て
お
り
、
災
害
に
備
え
て
、

民
生
委
員
だ
け
で
な
く
、
地
域
ぐ
る
み

で
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
今
日
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
や
単
身

世
帯
の
増
加
な
ど
の
社
会
の
変
化
に
伴

い
、
地
域
の
つ
な
が
り
は
弱
く
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
近
年
、
こ
れ
ま
で

災
害
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
地

域
で
も
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

住
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
る

と
と
も
に
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
必
要

性
が
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
を
入
口
と
し
て
、
住
民
相
互
の
つ

な
が
り
を
強
め
る
こ
と
は
、
防
災
力
を

高
め
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
も
つ
力

を
高
め
る
こ
と
に
も
な
り
、
人
び
と
が

支
え
あ
う
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
に
も

有
意
義
と
い
え
ま
す
。

災
害
に
備
え
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
10
か
条

　
全
民
児
連
で
は
、
災
害
に
備
え
、
す

べ
て
の
民
生
委
員
、
民
児
協
事
務
局
や

関
係
者
が
日
頃
か
ら
意
識
し
、
確
認
す

べ
き
事
項
を「
災
害
に
備
え
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
活
動
に
関
す
る
指
針
」

と
し
て
策
定
し
て
い
ま
す（
最
新
版
は

平
成
31
年
三
次
改
正
・
改
題
版
）。

　
そ
の
な
か
で
も
、
と
く
に
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
を「
10
か
条
」
と
し
て
ま
と
め

て
い
ま
す（
次
頁
参
照
）。

　
こ
れ
ま
で
記
し
て
き
た
よ
う
に
、
災

害
へ
の
備
え
や
対
応
は
、
災
害
の
種
類

や
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
そ
れ
ゆ
え
、
指
針
で
示
す
基
本
的

な
考
え
方
を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
域
の
実
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『ひろば』を活用して、単
位民児協の定例会などで
民生委員・児童委員とし
ての学びを深めましょう。

❶	避難情報発令中など
に見守り等の活動を
行う必要がある場合、
また、避難支援への
要請が住民からあっ
た場合のつなぎ先と
なる自治体等の連絡
先を、自治体担当者
も交えて確認し、共
有しましょう。

定例会で 
話しあってみよう

❷	本特集の内容、地域
の実情などを踏まえ、
日頃からの備えや発
災時にどのように行
動するか、話しあっ
てみましょう。

個
別
避
難
計
画

　
市
町
村（
長
）
に
そ
の
作
成
が
努

力
義
務
と
さ
れ
て
い
る
計
画
。

　
地
域
防
災
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
同
意
が
得
ら
れ
た
避
難
行

動
要
支
援
者
ご
と
に
、
当
該
避
難
行

動
要
支
援
者
の
避
難
支
援
等
を
実
施

す
る
た
め
に
個
別
に
定
め
る
避
難
計

画
。

避
難
支
援
等
関
係
者

3

3

3

　

災
害
の
発
生
に
備
え
て
市
町
村

（
長
）
が
協
力
を
求
め
る
者
で
、
消

防
機
関
、
都
道
府
県
警
察
、
民
生
委

員
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
自

主
防
災
組
織
そ
の
他
の
避
難
支
援
等

の
実
施
に
携
わ
る
関
係
者
な
ど
を
さ

す
。

避
難
支
援
等
実
施
者

3

3

3

　
避
難
支
援
等
関
係
者
の
う
ち
、
当

該
個
別
避
難
計
画
に
係
る
避
難
行
動

要
支
援
者
に
つ
い
て
具
体
的
な
避
難

支
援
等
を
実
施
す
る
者
を
い
う
。

要
配
慮
者

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳
幼
児
そ

の
他
の
特
に
配
慮
を
要
す
る
者
。

避
難
行
動
要
支
援
者

　
当
該
市
町
村
に
居
住
す
る
要
配
慮

者
の
う
ち
、
災
害
が
発
生
、
ま
た
は

災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
に
、
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難

な
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
円
滑
か
つ
迅

速
な
避
難
の
た
め
に
特
に
支
援
を
要

す
る
者
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

　
市
町
村（
長
）
に
そ
の
作
成
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
名
簿
。

　
地
域
防
災
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
避
難
行
動
要
支
援
者
に
つ

い
て
、
避
難
の
支
援
、
安
否
の
確
認

そ
の
他
の
避
難
行
動
要
支
援
者
の
生

命
ま
た
は
身
体
を
災
害
か
ら
保
護
す

る
た
め
に
必
要
な
措
置（
避
難
支
援

等
）を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎
情
報

（
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話

番
号
等
の
連
絡
先
、
避
難
支
援
等
を

必
要
と
す
る
事
由
な
ど
）が
記
載
さ

れ
た
名
簿
。

特集 地域ぐるみで備える災害対応

災害に備える民生委員・児童委員活動10か条
（平成31年３月策定）

第１条	 自分自身と家族の安全を最優先に考える 

第２条	 無理のない活動を心がける
※�発災から一定の時間が経過するなど、自らが被害を受けることが想定されない状況と
なっていることが大切です。身の安全が確保できない時は活動すべきではありません

第３条	 地域住民や地域の団体とつながり、協働して取り組む

第４条	 災害時の活動は日頃の委員活動の延長線上にあることを意識する
※�「災害時」とは、発災時やその直後のみを指しているものではなく、避難生活期、復興期
までを含めています

第５条	 民児協の方針を組織として決めておく

第６条	 名簿の保管方法、更新方法を決めておく

第７条	 行政と協議し、情報共有のあり方を決めておく

第８条	 支援が必要な人に、支援が届くように配慮する

第９条	 孤立を防ぎ、地域の再構築を働きかける

第10条	 民生委員同士の支え合い、民児協による委員支援を重視する

災
害
対
策
基
本
法
　
関
連
用
語
　
解
説
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１．	

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

と
は

公
益
社
団
法
人　
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会（
以
下「
家
族
の
会
」）は
昭
和

55（
１
９
８
０
）年
１
月
に
結
成
し
た
会

員
約
１
万
人
、47
都
道
府
県
に
支
部
が

あ
る
認
知
症
の
当
事
者
を
中
心
に
し
た

団
体
で
す
。
結
成
当
時
、認
知
症
は
痴

呆
症
と
よ
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
医
療
や

福
祉
に
関
す
る
情
報
や
制
度
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、病
気
の
こ
と
も
ど
の
よ
う
に

介
護
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
分
か
ら
ず
、

家
族
は
困
り
は
て
て
い
ま
し
た
。
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た「
呆
け
老
人
を
か
か
え

る
家
族
の
会
」の
記
事
を
読
ん
だ
全
国

か
ら
90
名
の
介
護
家
族
が
京
都
に
集
ま

り
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
認
知
症
の

人
や
、介
護
家
族
の
当
事
者
、専
門
職
、

認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど
ど
な
た

で
も
入
会
で
き
ま
す
。

２．	

活
動
紹
介

活
動
の
中
心
は
、認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
、支
援
者
が
集
ま
っ
て
の
交
流

や
、介
護
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
を

交
換
す
る「
つ
ど
い
」、「
会
報
の
発
行
」、

介
護
経
験
者
が
相
談
員
と
な
る「
電
話

相
談
」が
活
動
の
中
心
で
す
。

ま
た
、介
護
保
険
制
度
を
は
じ
め
と

す
る
制
度
の
周
知
や
認
知
症
へ
の
理
解

促
進
な
ど
、認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
す
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
国
へ
の
要
望
活
動
は

結
成
以
来
80
回
以
上
に
及
び
ま
す
。
毎

年
９
月
21
日
は
世
界
規
模
で
の
認
知
症

啓
発
の
日（
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

デ
ー
）で
、全
国
で
認
知
症
啓
発
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
街
頭
配
布
し
た
り
、各
地

の
城
や
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
な
ど
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
、行
政
や
企
業
な
ど
と
協

働
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

３．	

認
知
機
能
の
低
下
に
よ
る

生
活
の
支
障
と
家
族
の
気
づ
き

少
子
高
齢
化
、家
族
構
造
の
変
化
で
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
増
え
て
い

ま
す
。
認
知
症
は
、高
齢
に
な
る
ほ
ど

そ
の
発
症
率
は
高
く
な
り
ま
す
。

認
知
症
は
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

す
病
気
で
す
。
同
じ
も
の
を
何
度
も
買

い
冷
蔵
庫
に
は
う
ど
ん
玉
が
い
っ
ぱ
い
、

整
理
判
断
が
つ
か
ず
、室
内
は
物
が
散

乱
し
て
い
る
な
ど
、家
の
中
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
は
外
部
の
人
に
は
分
か
り

に
く
い
で
す
。
一
人
で
住
む
家
族
の
元

へ
の
時
ど
き
の
訪
問
で
は
、冷
蔵
庫
の

中
を
見
た
り
は
し
ま
せ
ん
し
、室
内
が

い
つ
も
よ
り
物
で
あ
ふ
れ
て
い
て
も
本

人
が「
体
調
が
悪
か
っ
た
か
ら
」と
い

わ
れ
れ
ば
、認
知
機
能
が
低
下
し
て
い

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
本
人
も
家
族
の

訪
問
時
に
は
、う
れ
し
さ
か
ら
し
っ
か

り
と
し
て
い
て
、家
族
は
異
変
に
気
づ

か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

４．	

民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
の

期
待

ゴ
ミ
出
し
の
日
や
、出
す
内
容
を
よ

く
間
違
え
る
、車
の
す
り
傷
が
増
え
、危

険
な
運
転
を
し
て
い
る
な
ど
は
認
知
機

能
低
下
を
疑
う
状
況
で
す
。
こ
う
し
た

状
況
に
気
づ
い
た
ら
、家
族
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
連
絡
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、早
期
発
見
・
早
期
対
応

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、認
知
症
の
方
の
介
護
な
ど
に

悩
ま
れ
て
い
る
家
族
に
は
当
会
の
ご
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。
家
族
は
、今
ま

で
と
違
う
行
動
な
ど
変
化
し
た
認
知
症

の
人
を
介
護
し
て
い
く
こ
と
に
、つ
ら

さ
や
切
な
さ
、悲
し
み
、悩
み
を
抱
え
て

い
ま
す
。
同
じ
介
護
を
す
る
介
護
仲
間

と
話
す
こ
と
で
、気
持
ち
が
楽
に
な
り

ま
す
。「
つ
ど
い
」は
そ
の
よ
う
な
場
で

す
。
全
国
の
支
部
で
開
催
し
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
案
内
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、認
知
症
を
理
解

す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
冊
子
や
動
画

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と「
家
族
の

会
」が
こ
の
紙
面
を
通
じ
て
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

 https://w
w

w
.alzheim

er.or.jp/

認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て

支
え
る
・
つ
な
が
る
仲
間

公
益
社
団
法
人 

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
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全
民
児
連
だ
よ
り

  

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」の
５

月
12
日（
木
）午
前
、岸
田
文
雄
内
閣
総

理
大
臣（
以
下
、首
相
）は
、東
京
都
内

の
民
児
協
活
動
の
視
察
お
よ
び
民
生
委

員
・
児
童
委
員（
以
下
、民
生
委
員
）と

の
車
座
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

中
央
区
の
新
川
児
童
館
を
会
場
に
、

地
元
民
児
協
の
協
力
の
も
と
行
わ
れ
て

い
る
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
の
視
察
と
と

も
に
、全
民
児
連
の
得
能
会
長
、寺
田
副

会
長
の
ほ
か
、サ
ロ
ン
運
営
に
協
力
し

て
い
る
地
元
の
民
生
委
員
５
名
を
加
え
、

後
藤
茂
之
厚
生
労
働
大
臣
の
司
会
に
よ

り
車
座
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」に
首

相
が
、民
児
協
の
活
動
の
視
察
な
ど
を

行
う
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

冒
頭
、岸
田
首
相
か
ら
は
、民
生
委
員

の
活
動
環
境
づ
く
り
が
大
き
な
責
任
で

あ
る
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
車
座

対
談
は
、後
藤
厚
生
労
働
大
臣
の
司
会

で
、①
民
生
委
員
と
し
て
の
や
り
が
い
、

②
地
域
住
民
と
の
関
係
づ
く
り
で
留
意

し
て
い
る
こ
と
、③
学
校
と
の
関
係
な

ど
の
質
問
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
地
元
民

生
委
員
が
答
え
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、全
民
児
連
・
得
能
会
長
か

ら
の
ま
と
め
の
言
葉
と
し
て
、

⃝「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」に
視

察
、懇
談
の
機
会
を
設
け
て
い
た
だ

い
た
こ
と
へ
の
感
謝

⃝
人
口
構
造
や
世
帯
構
造
の
変
化
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
、

相
次
ぐ
自
然
災
害
の
な
か
で
の
民
生

委
員
活
動
の
多
様
化

⃝
制
度
創
設
１
０
０
周
年
を
超
え
た
今

も
、「
誰
も
が
笑
顔
で
安
全
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
」を
め

ざ
し
、活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と

⃝
そ
し
て
、そ
の
委
員
活
動
の
源
泉
は
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
で
あ
る

こ
と
に
よ
る「
誇
り
」と「
使
命
感
」

に
あ
る
こ
と

な
ど
を
伝
え
、い
っ
そ
う
の
理
解
と
支

援
を
要
望
し
ま
し
た
。

岸
田
首
相
か
ら
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
厳

し
い
状
況
の
な
か
で
も
地
域
を
支
え
る

た
め
に
活
動
を
続
け
て
い
る
民
生
委
員

へ
の
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
民

生
委
員
活
動
が
、思
っ
て
い
た
以
上
に

多
様
で
あ
っ
た
」と
し
て
、「
委
員
の
皆

さ
ま
が
地
域
で
さ
ら
に
活
動
し
や
す
く

な
る
よ
う
、政
府
と
し
て
ひ
と
つ
ず
つ

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、視
察
後
の
車
座
対
談
に
関
す

る
岸
田
首
相
の
記
者
会
見
で
は
、国
会

に
お
け
る
こ
ど
も
家
庭
庁
の
法
案
審
議

を
引
き
合
い
に
、政
府
と
し
て
は
今
後
、

こ
の
法
律
を
成
立
さ
せ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
こ
ど
も
家

庭
庁
が
ス
タ
ー
ト
し
た
な
ら
ば
、そ
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、全
国
の

市
町
村
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
展

開
す
る
と
と
も
に
、子
育
て
世
帯
へ
の

訪
問
事
業
な
ど
の
新
し
い
事
業
へ
の
取

り
組
み
等
を
通
じ
て
、子
ど
も
た
ち
や

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
を
充
実
し
て
い

き
た
い
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」に

岸
田
首
相
が
視
察
・
車
座
対
談

子育てサロン「あかちゃん天国」の利用者と関係者

車座対談での得能会長（左）と岸田首相（右）
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令和3（2021）年に災害対策基本法が
改正されたことに併せて、

民

鏡

星
　 

礼
子

宮
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

本
紙
編
集
委
員

▼
苺
ハ
ウ
ス
が
立
ち
並
ぶ
田
園
風
景
に
ト
ラ
ク

タ
ー
や
田
植
え
機
が
活
発
に
動
い
て
い
る
五
月

で
あ
る
。
太
平
洋
を
臨
む
と
後
光
が
差
す
よ
う

な
太
陽
が
光
輝
き
、西
を
眺
む
る
と
、残
雪
の
残

る
蔵
王
連
峰
が
そ
び
え
、木
々
が
緑
に
映
え
て

美
し
い
。
早
春
に
は
梅
・
桃
・
桜
の
花
、庭
に
は

福
寿
草
・
水
仙
・
パ
ン
ジ
ー
等
の
花
々
が
咲
き

眼
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
自
然
豊
か
な
町
で
生

活
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
▼
し
か

し
、10
年
前
に
は
東
日
本
大
震
災
に
遭
遇
し
、沿

岸
部
は
人
、家
ま
で
流
さ
れ
全
国
各
地
よ
り
ご

支
援
を
頂
き
復
興
の
歩
み
を
続
け
て
い
る
と
こ

ろ
、昨
年
の
２
月
に
震
度
５
強
の
揺
れ
に
見
舞

わ
れ
、今
年
３
月
に
は
震
度
６
強
の
地
震
で
あ

る
。
揺
れ
の
大
き
さ
に
怯
え
、避
難
を
余
儀
な

く
す
る
こ
と
に
な
る
。明
る
く
な
る
の
を
待
ち
、

担
当
地
区
に
安
否
確
認
の
訪
問
を
す
る
。
災
害

は
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
恐
怖
で
あ

り
、常
日
ご
ろ
の
心
の
準
備
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
は
３
年
目
の
コ
ロ
ナ
禍
で
活

動
が
自
粛
さ
れ
て
い
る
。
年
老
い
た
人
々
は
外

出
が
思
う
よ
う
に
で
き
ず
話
相
手
が
必
要
と
し

て
い
る
。
早
く
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
近
く
で
活

動
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
会
員
が
情

報
を
共
有
し
地
域
の
皆
様
が
安
心
安
全
に
生
活

で
き
る
よ
う
に
心
配
り
を
し
て
い
き
た
い
。

同和問題を考える①

同和問題とは
同和問題とは、日本社会の歴史的発

展の過程で形づくられた身分制度や、
歴史的、社会的に形成された人びとの
意識に起因する差別が、さまざまなか
たちで現れている人権問題です。

封建時代において、えた、ひにんな
どと呼ばれていた人びとは、武具・馬
具や多くの生活用品に必要な皮革をつ
くる仕事や、役人のもとで地域の警備
を行うなど、生活に欠かせない役目を
担っていましたが、住む場所、仕事、結
婚、交際などの面で厳しい制限を受け、
差別されていました。それらの人びと
が、住まわされていた所が「同和地区

（被差別部落）」、それらの人びとに対
する差別は「部落差別」といわれてい
ます。
同和問題の歴史

日本社会における身分制度の成立・
変遷は不明な点が多く、研究が継続中

ですが、中世においても差別された人
びとが存在していたことが伝えられて
います。

明治4年（1871）年、明治政府は、太
政官布告による「解放令」を出しまし
た。これにより被差別部落の人びとは、
封建時代のもとで受けていた身分差別
から制度上は解放されることになりま
した。しかし、単に蔑称を廃止し、身分
と職業を平民と同様にすることを宣言
したにとどまり、差別と貧困から解放
されるための実質的政策は伴いません
でした。大正11（1922）年、全国水平
社の創立大会が開催され、そこで採択
された「水平社宣言」をきっかけとして、
全国の被差別部落の人びとは団結し、
差別をなくすために立ち上がりました。

第二次世界大戦後、さまざまな改革
や運動のなかで、同和問題の解決のた
めには、国の総合的な施策が必要だと
する考え方が高まってきました。昭和

公益財団法人東京都人権啓発センター

40（1965）年に国の同和対策審議会に
より「同和対策審議会答申」が出され、
同和問題は憲法の基本的人権に関わる
問題であるという考えが示されました。
生活環境の改善、教育文化の向上など
の対策を求めたこの答申を具体化する
ため、昭和44（1969）年から昭和57

（1982）年までの13年間にわたり「同
和対策事業特別措置法」が施行されま
した。この間の対策により、物的な基
盤整備が急速に進展するなど大きな成
果を挙げました。

その後も、法律の延長と新しい法律
の制定により、解決のための努力が続
けられました（近年の事案については
次号で取り上げます）。
※�東京都総務局人権部人権施策推進課『みんな

の人権─人権問題の理解のために』令和３
（2021）年9月および東京都総務局人権部人権
施策推進課『明るい社会をめざして─同和問
題（部落差別）の理解のために─』令和３

（2021）年9月を基に東京都人権啓発センター
が作成しました。	

避難情報に関するガイドライン

「	避難情報に関する
	 ガイドライン」
が改定されました。
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